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 公的研究資金で得られた成果（論文および研究データ）を産業界も含め広く共有し、それを最

大限に利活用することにより、効率的に研究開発を推進し、イノベーションにつなげようとする

動きが世界的に活発化してきた。我が国においても、内閣府総合科学技術・イノベーション会議

において本年３月にその推進に向けて報告書がとりまとめられた。これを受け、文科省や研究資

金配分機関において具体的な推進方策が現在検討されているところである。 

 一方、ライフサイエンスの分野では、これらの動きを大きく先取りする形で、ゲノム配列やタン

パク質立体構造をはじめとしてさまざまな種類のデータの共有がずっと以前から実現されてきた。

しかしながら、ライフサイエンス分野のデータには、さまざまな特徴があり、単にデータを公的

なレポジトリに入れておけば簡単に利活用できるという訳ではない。データの共有に加え、デー

タの整理統合が欠かせない。さらに、パーソナルゲノムなどのヒト由来データは機微性が高く、

その利用や管理には特別の注意を払う必要がある。 

 本講演では、ライフサイエンス分野のデータの共有と統合に関する国内外のプロジェクトや取

り組みの現状、動向を紹介するとともに、今後のオープンライフサイエンスに向けた課題とその

解決法について議論する。 

シンポジウムの開催にあたって           10 月 5 日 13:35―14:00 


